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 裾野市のまち・ひと・しごと創生 

「富士山の裾野 田園未来都市 すその」の挑戦
当市は、富士山の裾野の、水と緑あふれる、東京 100km 圏内の田舎。一方

で、「世界遺産 富士山」「世界かんがい施設遺産 深良用水」を始めとする地

域文化や、グローバル経済圏で活躍する企業を始めとする産業集積の進んだ

まち。今後も、豊かな自然の中で、未来志向の個性あるまちづくりを進めます。 

みんなの元気と調和でつくる暮らし満足都市
世代間の調和がとれたまち、産業と地域の調和がとれたまちの実現により、

「住んで良かった」「これからもずっと暮らしていたい」と感じることができる「すそ

の」を形づくります。 

 「すその」らしい魅力を大切に

 「元気」と「調和」を活力に

市民と行政の協働を原動力に

まちづくりの指針・将来像

まちづくりの

指針

まちの

将来像 

人口ビジョン 

基本構想

まち・ひと・しごと創生の取組み 

まち・ひと・

しごと創生

総合戦略 

○世代間バランスを重

視した人口政策
人口減少社会にあって

も、世代間バランスのとれ

た、持続可能な地域づく

りを推進します。 

○ 暮らしたい・働きたい

の希望に応える
市内でしごとを持ち、暮

らしたいという皆さんの希

望に応える地域づくりを推

進します。

○ 結婚・子育ての希望

に応える
市民の皆さんの、「もう

ひとり子どもを生みたい」

という希望がかなう地域

づくりを推進します。

出所：平成 26 年度少子化対策に関する市民

意識調査 

 理想の子どもの人数

2.55 人 

 実際に持つ予定の子

どもの人数

2.29 人

合計特殊出生率
1.82 

出所：国勢調査 
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出所：国勢調査 

1．「住みたいまち裾野」

のまちづくり “共生” 

2．すべての起点とな

るひとづくり “共育” 

3．まちやひとを豊かに

する産業づくり “共栄”

世代間バランスの激変 

希望とのギャップ 

3-1 市民協働によるまちづくり、コミュニティづくりの推進 
3-2 誰もが生きがいを感じられるまちづくりの推進 
3-3 環境負荷の少ないまちづくりの推進 
3-4 防災・減災対策の充実  
3-5 防犯体制の充実 
3-6 交通安全対策の充実  
3-7 消費生活対策の充実 
3-8 広域連携による消防・救急体制の充実 

1-1 健康づくりの推進  
1-2 子育て支援の推進 
1-3 地域医療体制の確保  
1-4 地域における福祉の推進 
1-5 障がい福祉の推進  

2-1 学校教育の充実 
2-2 生涯学習の充実 
2-3 青少年の健全育成 
2-4 スポーツ・レクリエーションの振興

2-5 文化の振興・保存 

4-1 裾野市らしいまちづくりの推進  
4-2 活気に満ちた市街地整備の推進 
4-3 快適な住環境の創出 
4-4 利便性の高い道路網の整備・保全 
4-5 持続可能な公共交通の確保 
4-6 治山・治水の推進 
4-7 豊かで良質な水道の安定的確保 
4-8 衛生的で快適な下水道の整備 

5-1 商工業の振興 
5-2 活力ある産業基盤づくり 
5-3 農林業の振興 
5-4 観光産業の振興 
5-5 地域資源磨き・魅力発信の推進 

1. だれもが将来にわたってすこ

やかに暮らせる健康と福祉の

「すその」 

2. 成長するよろこびと地域のつ

ながりで心の豊かさを育む 
「すその」 

3. 市民と行政が手を携えてつくる

安心と活力のある「すその」

4. 豊かな自然と暮らしやすさが

調和した「すその」 

5. 今ある魅力と資源を再発見し、

未来へつなげる「すその」 

6. 健全な行政をみんなが実感で

きる市民と未来に開かれた「す

その」 

施策の大綱 施策の柱

後期基本計画 

6-1 広報・広聴の充実  
6-2 ICT の活用による地域情報化の推進 
6-3 効果・効率志向の行政経営の推進 
6-4 健全で持続可能な財政運営の推進 
6-5 行政経営の確立に向けた人材育成と組織体制の強化 
6-6 将来を見据えた市政の展開 
6-7 開かれた議会運営の支援 
6-8 適正な監査事務の促進 

健康・福祉 

教育・文化 

生活・環境 

都市基盤 

産業経済 

行政経営 

 

  
年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度

計画

基本構想

基本計画
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6.6 19.1 31.6 

1980年 2010年 2040年推計

≪年齢3区分別人口割合の推移≫

年少人口 生産年齢人口 老年人口

第 4 次裾野市総合計画後期基本計画の全体像

第 4 次裾野市総合計画は、平成 23 年度から平成 32 年度までの 10 年間が計画期間です。後期基本計画は、そのうちの後半

5 年間を計画期間とし、基本構想に基づき施策を体系化し、各施策の目的や実現のための手段を示します。 

当市の人口は、増加を続けてきた平成 22 年の国勢調査以降横ばいを続け、人口減少局面に差し掛かっています。計画期間

が平成 28 年度から平成 32 年度までの後期基本計画は、人口減少局面に入ってから最初の計画です。 前期基本計画 後期基本計画
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